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九
月
二
十

二
日
開
會
、
三
十
九
人
　
百
五
十
九
枚
、
選
評
の
結
果
上
記
の
如
し
。

露
の

一
等
は
圖
按

と
し
て
色
彩
の
配
置
よ
か
り
し
。

二
等
は
同
じ
く
色
彩
に
於

て
優
秀
な
り
し
も
、
取
材
の
古
き
は
惜
む
べ
し
。
八
等
は
意
匠
佳
な
り
し
も
筆

致
拙
な
く
、
十

二
等
は
何
か
の
燒
直
し
に

や
と
の
疑
あ
り
。
夕
陽

一
等
は
謹
嚴
の
色
、
二
等
は
忠
實
、
三
等
は
夕
陽

の
感
不
充
分
な
り
し
も
技
倆

他
に
秀

い
で

た
り
。
、五
等
は
セ
ピ
ア
畫
と
し
て
よ
く
夕
陽
の
感
を
現
は
し
た
り
。
七
等
は
不
眞
面
目

の
跡
見
ゆ
。
十
等
は
筆
致
幼
稚
な
る
も
、熱

心
の
作
に
し
て
將
來
大
に
有

望
な
り
。
今
回
は
意
匠
も
技
術
も
共

に
佳
作
多
く
選
者

の
大
に
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
、希
く
は
次
回
に
於
て
も

一
層
優
秀
の
作
品
を
提
出
せ
ら
れ
ん
こ
とを
望
む
。


